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第 3回死因究明等推進計画検証等推進会議の資料に係る意見 

 

会議日時 令和 5年 9月 15日（金）10:00～12:00 

氏名 今村 知明 （奈良県立医科大学） 

 

１）医学部内で法医学の重要性を今後も強調してもらいたいと思います。 

 

文部科学省の「今後の医学教育の在り方に関する検討会」中間とりまとめ（案）のなかでも

法医学の重要性について書かれています。 

今回の死因究明等推進計画検証等推進会議でも、医学教育の今後の重要な分野の一つ

として、医学部内で法医学の重要性を今後も強調してもらいたいと思います。具体的には、今

後のとりまとめにおいて、働き方改革で法医学などの縮小に走らないようにすることと、社会

的重要性に鑑みたポストの増設などの対応が必要である旨の記載をすることが望ましいと思

います。 

また、本会議から文部科学省「今後の医学教育の在り方に関する検討会」に向けて、検討

会の最終報告書には法医学の重要性についてさらに少し踏み込んだ記載になるようにとの

進言をしてほしいと思います。 

 

 

参考： 

文部科学省「今後の医学教育の在り方に関する検討会」（第 5 回）令和 5 年 9 月 11 日（月）

開催  

資料 2 中間取りまとめ（案） 

10ページ 1-3.大学病院改革に向けた方策 （３）大学病院の財務・経営の改善 より 

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20230905_mxt_igaku-000031832_03.pdf 

========== 

○ 大学病院における増収減益の傾向を是正するためには様々な改革が求められるが、適

切な診療の前提となる病理学や児童虐待の発見等で重要な法医学といった分野と密接に連

携するなど、地域の中で大学病院以外では担うことが難しい役割・機能については、引き続き

適切に確保するとともに、将来にわたって持続可能な方策を検討し続ける必要がある。 

========== 
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２）死亡診断書と死体検案書の区別のデータ化を進めてほしいと思います。 

 

死亡診断書と死体検案書の区別がデータ化されてないため、ぜひデータ化をしてほしいと

思います。 

死亡診断書と死体検案書は、マニュアル上は区別されており、医師は医療管理下の死亡

か、不明の死亡かを区別して書類を作成しています。 

しかしながら、二重線で「死亡診断書」か「死体検案書」のどちらかを消すとの処理をするた

め、この事はデータにされていません。 

「死亡診断書」か「死体検案書」かが入力されていると、検視したのか看取られて亡くなった

かの実態が分かるため、在宅死が増えている原因も検視かどうかが分かるはずです。せっか

く書面上は区別して記載されているので、これをデータ入力して「死亡診断書」と「死体検案書」

とをクロス集計して分析してもらいたいと思います。 

 

参考： 

令和５年度版死亡診断書（死体検案書）記入マニュアル 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/manual/dl/manual_r05.pdf 

 

 

 


